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海の森づくり
ニュースレター

●海の森づくり第10回シンポジウム
2013年去る6月2日に、昆布生産の聖地南茅部で第10回海の森

づくりシンポジウムが開催されました。メイン・テーマは食材開発と
コンブの多面的機能でした。全国各地から駆けつけた役員・会員
22名に加え、地元からは44名、計66名の参加のもと充実した議論
が展開されました。基調講演では、尾札部昆布生産加工企業組
合代表理事の大川岩男氏は、南茅部町を後継者が残れるような昆
布の里にしたいと訴え、水産庁漁港漁場整備部計画課企画班の
本城谷多一郎氏は、水産庁が現在実施している「水産の多面的
機能発揮対策事業」について説明、薬膳料理研究家、やまと薬膳
『いってん』主宰のオオニシ恭子氏は、海藻を巡る欧州での潮流
の変化を紹介しました。
パネル討議では、昆布ロード研究所代表の松本忍氏、南茅部
町住民成田省一氏、NPO法人川や海を守り伝統を伝える会理事
長の野村譲氏、北海道こんぶ研究会/エコニクス社の村上俊哉氏、
鹿児島大学水産学部教授の門脇秀策氏、渋谷潜水工業株式会社
代表取締役の渋谷正信氏が持論を展開しました。サブ・テーマは
「コンブを使った食材開発と海の森づくり」でした。松本氏は、昆
布は「だし」の時代から「健康食材」の時代に変遷し、レシピ開
発の重要性を訴えました。成田氏は、「IQによる輸入禁止」から「函
館市フード特区構想による貿易自由化」へ叡智を結集せよと訴え、
その中での食材開発の重要性を訴えました。野村氏は、自然との
共生型漁業である大謀定置網漁法の次世代への伝承の重要性を
訴え、食材開発と昆布との関係はこれからの検討課題としました。
村上氏は北海道こんぶ研究会の活動と神恵内村における漁業者自
らが実践している藻場LAND事業を紹介し、北海道における海の
森づくりの模範例を説明しました。門脇氏は、秋田県八峰町八森
の遊休施設を再利用した産官学民による日本白神水産株式会社
の循環複合エコ養殖を説明し、アワビの餌料としてコンブの重要性
を訴えました。渋谷氏は長崎県壱岐市に設立された「漁場藻場研
究所」を説明し、海の森づくりによる地域の活性化に通じる海洋再
生可能エネルギー開発に関する世界中の情報と長崎県での取り組
みを披露し、100年先200年先にも通じるエネルギー体制づくりの重
要性を説明しました。
このシンポジウムの結果、海の森づくりを通して、南茅部町の後
継者問題を解決したり、水産の多面的機能を発揮させる方法があ
る事が分かりました。それは世界的な海藻需要の拡大と質的変化
の中で、地元での議論を深める場として「海の森づくり」を活用し、

沿岸域の利用を再検討し、コンブの多面的機能を生かした食材開
発と貿易自由化を実践することです。海藻の中でもコンブが持つ
意味は非常に大きく、コンブ養殖に始まる海の森づくりはコンブの
生産増や海域環境保全に繋がるだけでなく、その増殖効果や健康
食品や海藻化学工業への貢献も期待できます。

●仮認定NPO法人申請準備
9月初めに、寄付者に対する税制メリットのある仮認定NPO法人
申請書類を秋田県庁に提出しました。この申請採択は今年の最大
の課題であり、願ってやみません。この方向で重要なのは、3,000
円以上の寄付者を100人以上/年という寄付会員の増加です。そこ
で、皆様方には、当協会の賛助会員募集にご協力願いたい。特
に、皆様の周りに賛助団体会員（入会金1,000円、年会費10,000
円以上）や特別賛助会員（入会金免除、年会費100,000円以上）
の可能性がある方がおられましたら、是非ご紹介下さい。

●海の森づくり産コンブの成分分析
8月から10月にかけて、北海道産真昆布5検体と南の海で生産さ

れた長崎県壱岐産マコンブ１検体の共同成分分析研究が実施され
ました。試料100g当たりの各成分の値は次の通りでした。

ホームページ　http://www.kaichurinn.com

11．はじめに …………………………………………………………………… 代表理事　松田 惠明
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18．海の日記念行事「海藻おしば体験教室」開催報告 ………………理事　納土 伸男
19．会員特別寄稿

9.1　オオニシ 恭子　
9.2　喜多條 清光　
9.3　西村 光正
9.4　丸山 和俊
9.5　横山 次郎

10．編集部からのメッセージ
11．会員募集の案内及び寄付のお願い

はじめに

海の森づくりシンポジウムの北海道開催無事終了！ 代表理事　松田 惠明1．
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試料

単位

A

B

水分

ｇ

9.5

5.3

蛋白質

ｇ

8.2

4.0

脂質

ｇ

1.2

1.1

炭水化物

ｇ

61.5

51.6

灰分

ｇ

19.6

38.1

熱量

kcal

145

116

グルタミン酸

mg

707-2820

164

ヨウ素

mg

223-314

476

アルギン酸

%

15.3-18.4

20.3

※Aのグルタミン酸・ヨウ素・アルギン酸の値は、北海道南茅部産真昆布 5検体（１年物 3検体、2年物 2検体）
のもので、その他の項目は日本食品標準成分分析マニュアルによる。

表１　A（北海道産）マコンブとB（海の森づくり長崎県壱岐産）海の森づくりマコンブ
100g当たりの成分比較
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Ⅰ　経常収益
 １．受取会費
    入会金 16,000

　    正会員受取会費 297,000

　    賛助会員受取会費 58,000

　    賛助団体会員受取会費 140,000

　    特別賛助会員受取会費 400,000

　 2．受取寄附金  

    受取寄附金　　 16,447

 3．受取助成金等  

    受取民間助成金（MAEDAグリーンコミット） 1,200,000

 4．事業収益  

    コンブ種糸販売事業収益 3,445,067

    シンポジウム事業収益 79,000

　    書籍販売事業収益 11,700

　　5．その他収益  

　    受取利息 107

　    雑収益 1,254

    経常収益計 5,664,575

Ⅱ 経常費用 　 

 1．事業費 　 

  （１）人件費
  　　　人件費計 315,400

  （２）その他経費
  　　　コンブ種糸購入費 3,442,067

  　　　業務委託費 99,126

  　　　分析費 51,235

  　　　書籍原価 11,108

  　　　旅費交通費 529,855

  　　　通信運搬費 175,012

  　　　事務用消耗品費 56,849

  　　　会議費 157,983

  　　　諸会費 22,700 

  　　　事務所経費 301,010 

  　　　新聞図書費 3,000 

  　　　事業費計 5,165,345 

 2．管理費 　 

  （１）人件費  

 　　　人件費 116,700 

　  （２）その他経費  

 　　　通信運搬費 194,868 

  　　　旅費交通費 131,270 

　  　　　会議費 3,190 

　  　　　事務用消耗品費 115,620 

  　　　備品消耗品費 97,540 

  　　　租税公課 700 

　  　　　支払手数料 7,615 

　  　　　雑　費 11,120 

 管理費計 678,623 

 経常費用計 5,843,968 

 当期経常増減額 －179,393 

 税引前当期正味財産増減額 0 

 法人税、住民税及び事業税 0 

　 当期正味財産増減額 －179,393 

　 前期繰越正味財産額 341,391 

 次期繰越正味財産額 161,998

科目 金額 科目 金額
特定非営利活動法人　　海の森づくり推進協会（単位：円）

特定非営利活動法人海の森づくり推進協会2012年度監査報告

1．監査の種類：定例監査
2．監査の期間：2012年4月1日～2013年3月31日
3．監査の結果：2012年度決算について諸帳簿等を監査した結果、何れも正確である事

を証します。
2013年5月13日

監事　福田　勝次　　㊞

長崎産は灰分とヨウ素は多く、蛋白質とグルタミン酸は少なかっ
た。アルギン酸については、チリ産コンブは30％もあるので国際市
場対応は難しいことが分かりました。ご協力いただいた方々に深く
御礼申し上げます。

●MAEDAグリーンコミット支援事業
藤野修二郎氏の尽力により、昨年度に引き続き平成25年度も前田

グリーンコミット事業「環境改良剤の開発」の支援金1,500,000円の
支給を受けることになりました。成果を大いに期待したいと存じます。

●秋田県平成25年度環境大賞受賞
9月7日に、秋田県の平成25年度環境大賞（環境保全部門）を
受賞しました。この知事賞は5つの
部門（地球環境防止部門、循環型
社会形成部門、環境教育・学習部
門、環境美化部門、環境保全部門）
の1つでした。今回は、14回目で21
件の中から5件が選ばれました。

●種糸の斡旋
9月に入って、種糸の注文をとりはじめました。種糸斡旋は当協会

の海の森づくり支援事業の中心で、来年2月まで続きます。今年も14
県43箇所から昨年並みの約16,000m余の種糸注文を受けました。

●来年度計画
来年の予定としてははまだ確定していませんが、これまでの恒常
的な環境イベント（干潟観察会、磯の海藻観察会、海藻おしば体
験教室、研修生受入等）は継続し、シンポジウム・サミット部門では、
第4回こんぶサミット案が話題となっています。これは6月と9月に東
京で開催するものを合わせたものです。第1部は、海の森づくりの
中心地九州での海の森づくりを総括するものです。4月の研修ツアー
としては、千葉県にある西岬漁協の収穫祭とコンブの主成分アル
ギン酸生産日本一の座を占める株式会社キミカのアルギン酸工場
を見学する予定です。第2部は、全人類的課題であるヨード欠乏
症対策や放射能対策として、ヨウ素を多く含むコンブに関する科学
と活用法に焦点を当てます。日本財団に助成を申請中です。ご協
力のほど、宜しくお願い申し上げます。

第12回総会：2012年（平成24年）度決算報告
2012年度の活動計算書（2012年4月１日～2013年3月31日まで） 代表理事　松田 惠明2．
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平成24年度に引き続き、第2年度として平成25年度も「環境改
良剤の開発」事業に対し、前田グリーンコミットの支援が確認され
たので、以下にその事業の概要を紹介します。

●鉄鋼スラグ、焼酎粕等組成体による溶存鉄の溶出実験
NPO海の森づくり推進協会……………………… 藤野　修二郎
NPO森と海の共生・ネットワーク… ………… 諌本　信義
NPOおおいた水環境フォーラム… …………… 川野　田實夫

森林で作られるフルボ酸鉄に代表される水溶性溶存鉄は、近年
河川の底質改善や海域の生態系の改良、生物多様性の増進のた
めの重要な錯体として注目され、1988年に米国のMartin氏らによっ
て行われた大規模な「鉄散布実験」をはじめ、各種溶存鉄発生ブ
リケットを用いた実験等、いくつかの実証実験が行われている。し
かしながらこれら実験を通じても溶存鉄の発生状況や、その効果に
ついての定性的・定量的解明はまだ十分ではない。一方で、水
溶性溶存鉄の存在は生態系の保全及び生物多様性の増進等に多
面的な効用を持つことが推測されることから、ポテンシャルの高い
研究課題として今後の更なる研究開発の取り組みが望まれている。
大分県には、重要な産業の担い手である製鉄所と酒造会社から
多量の鉄鋼スラグと焼酎粕が端末廃物として排出されるが、この鉄
鋼スラグと焼酎粕を混合した組成体から「フルボ酸鉄」の代替とな
ると考えられる「クエン酸鉄」が生成されるため、この組成体の有

効性が検証されれば、端末廃物は有用な賦存資源として活用が可
能となる。
この研究は、これら端末廃材を利用して、「フルボ酸鉄」に代替
する水溶性溶存鉄「クエン酸鉄」を持続的・安定的に発生させる
組成体を作成し、この施用による河川、海域の底質改善、生態系
の改良、生物多様性の増進効果及び陸上の作物、土壌に対する
有効性を科学的に解明するもので、あわせて産業廃棄物の資源有
効化も同時に図ることを目的とする。

●平成25年度の研究開発計画
①�供試製品の決定（ブリケットの作成と溶出実験、溶存鉄の分
析試験）
②供試製品の安全性の確認
　・重金属等の溶出分析
　・水質汚濁にかかる環境基準（環境省）分析
③供試製品の制作
④実証効果試験
　・�河川、湖沼、河口、浅水域における底質環境（いわゆるヘドロ）
の改善（水質改善、生態系の保全及び生物多様性の増進
改良、増進）。

　・藻場の改良実験（室内実験及び現地）
　・土壌及び植物に対する影響、生育促進効果の判定
　以上

MAEDAグリーンコミット第2年度計画 正会員　諫本 信義3．

4月27日　多摩川河口干潟観察会写真集　 幹事長　藤野 修二郎4．

2013年4月27日（土）右
記の案内チラシに見る通り、
「海の森づくり推進協会」
の共催により、NACOT日本
自然保護協会の主催の
下、約100名の参加者を
集めて、にぎやかに開催さ
れた。当協会からは、10
数名の方が干潟の生物観
察を子どもたちと共に楽しん
だ

５月12日の大潮の日は、とても良いお天気で、参加者総数：38
名(大人25名、小人11名、幼児2名）となり、前年にもまして、大
勢の参加者がありました。自然博物館の河野先生のご説明の後、
みんなで海に出かけ、海藻をはじめ、様々な海の生物を見学しま
した。皆さんの感想をご紹介します。

● 普段、海藻や海の生物に触れる機会がないので、親子共 と々て

も興味深く、体験させていただきました。東京から近距離であのよ
うに海水がきれいな場所があるとは知りませんでした。子供も海の
生き物を持ち帰れないのは残念だったけど、とても楽しかったと言っ
ていました。

● 天気も大変よく気持ちのいい一日を自然あふれる海岸で過ごしまし
た。 今年で２回目の参加でしたが、そもそも海藻のことをよく知っ

海の森づくり推進協会主催

5月12日　観音崎海藻観察会の報告 正会員　柳沢 雪子5．
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7月8日　日本海藻協会研修旅行参加報告写真集 幹事長　藤野 修二郎7．

6月2日　第10回シンポジウムと
昆布養殖見学ツアー写真集 幹事長　藤野 修二郎6．

大分県佐伯市に本社を構える海藻栽培・加工専門企業『山忠』の見学目的で、日本海藻協会定例
の研修旅行に「森と海の共生ネットワークの諌本会長と共に参加した。同協会藤田会長以下、岩元理
事長・鈴木理事も参加

大分県佐伯市にある株Yのヒジキ計画栽培・収穫・加工・貯蔵・出荷等、同社の誇る高品質の海
藻商品が出来上がるまでの流れを案内して貰った

シンポジウムに先立ち、主要メンバーによるコンブ
養殖現場の視察へ

南茅部港沖合3-5マイルに設置された養殖現場
収穫間際のコンブ生育状況を確認した

70名の参加者を前にシンポジウムの総合司会を
務める藤野幹事長

パネル討議の座長、堀田教授・松田代表理事
と6人のパネリスト(左から、渋谷正信氏・門脇秀
策氏・村上俊哉氏・野村譲氏・成田省一氏・
松本忍氏

ているわけでもなく また、先回の学習の記憶も定かでもなく今回も
大変勉強になりました。 一方でテレビの自然や山・海の生物の番
組等でも岸からの栄養素の 海への恵みを教わっていましたので観
音崎の海藻への好影響を直接観察できた感じがしました。 

● 観音崎の海があまりにきれいなので感動しました。あの後も、夏に
なってから３回ほどあの海に出かけて行きました。その時もきれいな
海でしたが、観察会のあの日が一番きれい
でした。

● 海藻に関する説明をもっと詳しく聞きたかっ
た。  

● 海に入る時間が１時間と限られていたが、
もう少し長く入って観察していたかった。そ
のあとの説明をもう少し短くして、観察の時
間を長くしてほしかった。

● 勉強会・説明会において、子どもと大人
のグループを分けたら如何でしょうか。 

● 海藻観察会は既に2度参加しているため、
来年は、別のテーマの会であれば参加した

いと思います。

全体をまとめると、参加者の方は、皆さんきれいな海に感動し、
海藻についての勉強が出来て良かったということでした。10名ほど
の方が去年に引き続き参加されましたが、リピータの方は、次回は
テーマを変えてこのような観察会をしてほしいということでした。
以上

柳沢雪子正会員が、ご家族・友人を誘って、
参加。受付等の支援をお願いした

自然博物館に隣接する「たたら浜」は、東
京湾集水域の一部を形成し、間近に迫る深
海域からの湧昇流の影響で多彩な海生生物
を見ることができる

観音崎自然博物館スタッフ（河野主任研
究員）の海藻専門家としての分かり易い説
明

柳沢正会員ご夫妻もたたら浜の生物多様性
を存分にエンジョイしてくれた

総勢３８名の参加者が、好天と大潮の好条
件に恵まれ、多彩な海藻の説明に聞き入っ
た

河野主任研究員の専門的な指導を受けつ
つ子供たちは収穫した海藻によるおしば作り
を楽しんだ
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1．日　 時：2013年7月15日11：00～ 15：00
2．場　所：東京海洋大学品川キャンパス
3．参加者：東京海洋大学海洋科学部

田中次郎（海藻学）研究室5名
海の森づくり推進協会納土・横山

4．教室開催の目的
4-1　�一般市民には馴染みの少ない海藻（草）に関心を持って

もらうために、「海の日」記念行事の一環として東京海洋
大学で開催された「海藻おしば体験教室」に、当協会
は共催者として参加した。

4-2　�水産資料館１階では来場者に当協会の活動状況をPRす
るために、「海の森づくりニュースレター（2013.3008号）」
と、書籍「海の森づくり：松田代表理事著」の購入申込
用紙を、各60部配布した。

　
5．用意した海藻の種類（緑藻類、褐藻類、紅藻類）
①ハバノリ、②ウスバアオノリ、③イソモク、④アカモク、⑤マク

サ⑥アブレグサ、⑦ベニヒバ、⑧ユカリ、⑨トサカノリ、⑩アサミド
リシオグサ、⑪ボウアオノリ、⑫ホソエダアオノリ 

6．おしばの制作
6-1　�教室開催に当たって、田中先生から海藻おしばの制作方

法について説明が行われた。
6-2　�作品を後日制作者のもとへ郵送するために、作業を始め

る前に封筒と台紙に制作者の住所と名前を記入して貰う。
6-3　�短冊形の台紙に海藻をピンセットや竹串でバットから掬い

上げ、海藻の形や色などのデザインをしながら海藻おし
ばの制作を行う。

6-4　�出来上がった作品は田中研究室へ持ち帰り、完全に乾燥
させた後ラミネート加工し後日制作者宛に郵送される。

7．まとめと今後の課題
7-1　�教室への参加者は親子連れ（母親と子供）が多かった。

作品送付用の封筒が105通となり、封筒の中へ作品が２～
３点入れられるとすれば今回の参加者は合計250名程と考
えられる。田中先生の話では過去最大の参加者であった。

7-2　�関係者の負担は増えるが出来上がった作品を後日審査し
て、優秀作品については表彰をするようなことを考えてみ
ると面白いかも知れない。

7-3　�当協会の活動状況を紹介する資料が、会場入り口のポス
ター、協会発行ニュースレター、松田代表理事の著書の
案内だけでは質量共に不足している。以下のような資料
を準備する必要がある。

　　　・大型の「海の森」の水中写真パネル
　　　・コンブ種糸を利用したコンブ養殖マニュアル
　　　・コンブ種糸を利用したコンブ養殖の水中写真
　　　・コンブ種糸の全国での使用状況
　　　・壱岐や宇和島での「コンブ収穫祭」の写真 
　　　以上

7月15日　海の日記念日行事
 「海藻おしば体験教室」開催報告 理事　納土 伸男8．

受付 田中先生の説明 海藻おしば制作風景 乾燥中の作品の一部

9.1 日本の食を改善したい『料理塾』
やまと薬膳「いってん」主宰　オオニシ恭子

32年もの間、欧州で、ひたすら『食の大切さ』を説いてきたが、
日本帰国を決心したのは、東日本大震災後、自分が生きてきた時
代背景と意味をつきつけられたようで、その方向性に危機感、無
力感にいたたまれなく、日本でこそ，［食の大切さ］を言わねばな
らないと思いました。
帰国し、奈良の古民家に住み、日本国内外に発信していこうと
思ったのです。日本は日本らしさを取り戻し、生き方の方向を示す

べき一石にならねばと。
東京生まれの私にとって、関西での生活は，自分が外国人のよ

うに感じられることもままあるのですが、奈良という歴史の詰まった
場所への里帰り感にはとても癒されるのです。そして、新たに出会う、
想いを同じくするひとびととの展開は更なる勇気を与えてくれます。
欧州で、分かりやすく各人が自分の体質にあった食を理解できる
様、その手がかりとして『食の方程式』を東京や奈良で話し始めま
した。三重県でも『料理塾』として発足します。その手引き本も今
年中に出版される予定で、原稿チェックもほぼ終わりました。現代
食に関して当たり前であるべきことが当たり前じゃない状態だという
ことに気づいて、風土、自分の体調にあった自分食の発見に貢献

会員特別寄稿9．
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できるよう、求められる所には出かけて講習をしています。そして自
宅では、近所にお年寄りが多いので、講習という形じゃなく体調に
あわした食事会を始めました。高血圧の人によい食事、糖尿病に
よい食事、というように適切な食材、調理法、取り合わせなど説明
しながら、実際の食事をたべて自分の健康管理をする術を知って
もらいたいとおもっています。
一方、汚染水の行方が不明の福島へ三度目の講演に行くべき
支度をしていましたが、あまりにも現地の状況が不透明でキャンセ
ルされました。そのかわりに福島の人たちが、元気になる食品を送っ
てくれないかという要請がありました。確かに講演で一生懸命に食
を説いても実際に実行できる人は何人いるのかと考えると、直接物
を送る方が速いのかもしれないと思い、オーガニックの安心安全の
食品開発は意義があります。製造に協力してくれる人，場所などを
求め、少しづつ実現へとむかって動き始めましたが、それらを通し
て新たな製品開発や、過疎化しつつある小さな村おこし、里山復
活のプロジェクトに参加していくことになりつつあります。
小さい出会い、小さなプロジェクトの行き先は膨大な希望を孕み、
人間と自然が素直に関わっていける世界の入り口に、入っていると
思えば元気がでます。

9.2「日本特有の和食材の危機脱却をいそげ!!」
大阪昆布  三代目主人     喜多條  清光

 八月末に、北海道ぎょれんから2013年度のこんぶ生産予想量
が発表されました。
やはり 我々昆布業者が一番恐れていた事が起こりました。
これまでの最低生産量は、2011年の15,800トンでしたが、つい
に今年は史上最低の15,300トンになりそうです。
原因として言われているのは、海水温の上昇による自然減・磯
焼け現象・後継者不足での生産断念などなどですが、他にも原因
はいくつもあると思います。
僕が一番に考えること、それは昆布の生産方法に問題があるの

ではないかと云うことです。
手許に昭和30年代の羅臼コンブの生産風景を撮った、映画

ニュースが在りますが、その当時と今の違いといえば、昆布採り漁
船の性能の違いくらいで大差はありません。
今でも昆布漁は、基本的には各個人漁家で操業しており協業体
制を取っているところはありません。
危険で過酷な労働の割に収入が安定しないのでは、後継者が
出てこないのは当たり前です。
抜本的な生産方法の見直しをしなければ昆布自体が日本から消
滅する可能性すらあると思います。見直し案としては、リスクヘッジ
のための一年昆布の研究・機械乾燥の効果的利用・昆布作業の
協業化が緊急の課題だと思います。
もう一点、僕の今目指していることですが、昆布の「UMAMI」
利用を欧米に和食では無く、洋食への利用を啓蒙することで、そ
れが根付けば自然と日本に還元されて、日本の若い世代が昆布を
使い出すことにより、新たな昆布文化が生み出されれる事になるの
ではないでしょうか!!
その時には必ず 新しい昆布生産方法が確立されて、和食剤の
代表「昆布」の未来が創出されるでしょう!!

ミツ株式会社　西村 光正

現在弊社では、海藻を主原料とする養殖あわび用飼料の開発と、
主に日本・韓国・中国等、アジア太平洋地区での市場開拓を行っ
ています。
この飼料は私の古くからの友人の会社でありますメキシコの
ALGAMAR社で製造されており、現在は主にチリと、ハワイの養殖
あわび施設で使用されています。
北米原産のジャイアントケルプを主原料とし、これらを濃縮し、の

べ棒状に成形したもので、海上養殖施設でも給餌が可能です
数年前から、養殖あわびの一大生産地であります韓国や中国でな

んとかこの飼料を販売しようと、弊社が代理店となって、メキシコの
製造メーカーと共に研究開発に取り組んでいますが、韓国や中国に
はわかめや昆布などの地元の安いコストの海藻があり、なかなか本
商品を成貝用の飼料に本格的に導入するまでには至っておりません。
そのような中で、最近日本国内で鮑の陸上養殖が注目を集める
様になりました。
天然の資源が減少する中で、鮑も養殖で育てようという機運が
高まっています。
そこで現在は、日本の陸上養殖施設に適した様にあわび飼料の
形状を変更したりしてなんとかこの機運に乗じて飼料の販売を軌道
に乗せたいと考えております。
さらに、最近では各地の漁業組合も鮑の養殖に乗り出し、各地
の特産品としての鮑のブランド化も考えておられる様です。
弊社の所在地である伊勢は、伊勢志摩のあわびは大変有名で、
伊勢神宮にも古来から鮑が奉納されております。
元来高級食材とされております、日本古来の食品である国産の
鮑が、たくさん養殖される事によって価格も安定し、もっと身近な
食材として多くの消費者に愛される様に、誠に微力ながらこれから
も努力を続けていきたいと考えております。

9.4「昆布は、うま味の源泉」
株式会社横浜屋本舗 CEO　丸山 和俊

はじめまして、（株）横濱屋本舗の丸山です。
現在、流通業界向け水産加工商品の開発を行っておりますがも

ともとは、外食業界の商品開発に携わり、ちょっと、珍しいかもし
れませんがブラジル政府公認のコーヒー味覚鑑定士も行っておりま
した。
●日本人の味覚 
ブラジルのコーヒー鑑定士の研修では、ちょっと面白い話があり

ました。
サンパウロでブラジル人と夕食を食べている中で、日本人は味
覚が鋭いと言うが舌で味わう前に「うまい」「まずい」と判断する。
つまり、固い肉を食べると口に入れた瞬間に「まずい」と言う。そ
れは、味ではなく「食感」ではないかと言うのである。ブラジル人
は、よく噛んで肉の味を感じとってから判断する。だから我 ブ々ラジ
ル人の方が味をよくわかっている。うーんなるほど。日本人の味の
表現は、世界でも独特で多くを擬音語で表現する。「パリパリ」「シャ

9.3 海藻を主原料とした養殖あわび用飼料と、
日本でのあわびの陸上養殖
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キシャキ」「ツルツル」おいしいねという具合であり、まずいものを「フ
ニャフニャ」「ガリガリ」「モソモソ」などと表現する。日本人の味覚は、
鋭くないのか？
●出汁とうまみ
フランスで、パリっ子が「こんなおいしいものは食べたことが無い」

これは、何だ。
全身にきつね色の衣をまとい、なぜか一種類の野菜を山もりにも

る、そしてなんと言っても真っ黒いドロドロしたソース。
そう「トンカツ」である。もともとはカツレツだったはずだが日本
人にかかるとカツレツも大変身してしまう。そのほか、カレーを食べ
びっくりしたインド人、ラーメンを食べに飛行機に乗ってくる中国人、
ハワイ、インドネシアなどでは讃岐うどんがブレークしている。昨今
の日本食ブームも多くは、サクサク、ツルツル、シコシコなどやはり
擬音語商品が多い。
しかし、なんといっても日本人の味覚が世界で一番だと言わせた
ものが「旨味」である。仕事柄、多くのシェフとお会いしてきたが
日本人シェフはもちろん、「出汁の旨味」は世界のシェフに認めら
れつつある。
現在、料理界の垣根を超え有名料理人たちが、「出汁」を世界
遺産にと尽力されています。当社におきましても、一昨年、市場の
中にお寿司と和食のお店「横濱屋本舗食堂」を開店させました。
私が考えるテーマは、「出汁と旨味」です。毎日、昆布のだしをとり、
お吸い物や天丼、穴子のタレはもちろん、カレーやケチャップなど
の洋食にも使えないかチャレンジ中です。実際にお客様に食してい
ただき、商品開発を行っています。
また、私は商品開発を専門にやってきましたが境先生の「こんぶ
は地球を救う」と出会い、地球環境における昆布の役割や可能性を
感じ、ライフワークで地学のにわか勉強を始めました。今後は、昆布
のおいしさだけでなく環境や資源としての昆布とも出会って行きたい。

9.5 “メタボ”の次は“ロコモ”?? 
日本農産工業　横山 次郎

●“ロコモティブシンドローム”をご存知ですか？
“メタボリックシンドローム”は、テレビのコマーシャルにも登場し、
小学生も知っている言葉と成った感がありますが、“ロコモティブシ
ンドローム（以降ロコモ）”と言う言葉をご存知でしょうか？
“ロコモ”は、平成19年に日本整形外科学会が提唱した言葉で、
運動器症候群と訳されます。運動器＝運動器具？を思い浮かべた
方もいらしたのではないでしょうか。運動器とは、体の運動に関わ
る、骨や関節、筋肉、神経の総称ですが、まだピント来ない方が
多いのでは。体から、脳と内臓を除いた残りの部分全部、と言うと
運動器の重要さが伝わると思います。
“ロコモ”は、加齢により運動器の動きや働きが衰え（筋力低下や
バランス能力低下）、転倒や骨折、または、病気によって介護や寝
たきりになる、あるいはそのリスクの高い状態を指す言葉です。
今、厚生労働省が進める「健康日本21」では、寝たきりや要
介護を未然に防ぎ、自立したみのり多い人生を全うし、増大する
医療費を削減するために、この“ロコモ”を“メタボ”並みに認知を高
める活動をしています。
●あなたの“ロコモ”度をチェック
以下の7項目は、厚生労働省や整形外科学会が示している“ロコ

モ”のチェック項目です。7項目の内、一つでも当てはまると“ロコモ”
の可能性があると診断されるそうです。
①片足立ちで靴下が履けない。
②家の中でつまずいたり滑ったりする。
③階段を上がるのに手すりが必要。
④横断歩道を青信号で渡りきれない。
⑤15分くらい続けて歩けない。
⑥2kg程度の買い物を持ち帰るのが困難。
⑦掃除機がけ等やや重い家事が困難。
●“平均寿命”と“健康寿命”の関係
日本は年々“平均寿命”が延び、世界でもトップクラスの長寿国と

なりましたが、最期の日まで心身ともに自立した生活を送ることが、
本人にも、家族にも重要です。この自立した生活の期間が“健康
寿命”で、この“健康寿命”と“平均寿命”との差が、介護や寝たきり
の期間になります。この期間は、女性の方が男性より長く、約12年
間あります。男性は“メタボ”に注意し、女性は“ロコモ”に注意が必
要だといわれています。
●“ロコモ”の原因
原因は、加齢による筋力の低下や、骨や関節の病気、認知症
等に伴うバランス能力の低下により発生する、転倒や骨折といわ
れていますが、このほかにも、肥満による膝や腰への負担の増加、
若い時のダイエット（偏食）によるカルシウム不足（骨粗鬆症）、
粗食信仰による高齢者の低栄養（筋力低下）等によっても引起さ
れます。
●“ロコモ”対策
一次予防には、筋力を付けたり、バランス感覚の鍛錬、適度な
運動習慣、食習慣の改善などが挙げられますが、痛みがある場合
や病気だと思う場合は、専門の医師への相談が重要です。“ロコモ
トレーニング”の概略を以下に示しますが、詳細は、整形外科学会
のHP（https://locomo-joa.jp/check/locotre/）をご覧ください。
・ 開眼片足立ち…目を開け、片足を１分間左右それぞれ上げる。
これを一日３回行う。この時、転倒しないように、つかまる物が
ある所で行う。
・スクワット…椅子に腰掛けるように、お尻をゆっくり下ろす。
　�この時、膝は曲がっても90度を超えないように、お尻を下げすぎ
ないこと。椅子や机に手をついて行っても良いでしょう。
●食事での“ロコモ”対策
｢粗食が健康に良い｣とか、｢カロリー制限が長寿の秘訣｣ 等といっ
た間違った情報が氾濫している現代、ただでさえ高齢者は食欲が
低下し、栄養不足、低アルブン症や筋量の低下が起きやすい。そ
の際、お十時や三時のおやつを活用する事も重要です。また、筋
肉の素と成る良質なアミノ酸（タンパク質）摂取と運動を組合せると、
筋力アップに有効と言われています。簡単に食事に取り入れられる
タンパク質源として、鶏卵があげられます。鶏卵は、タンパク質以
外にも、脳の老化を防ぐレシチンやビタミン、ミネラルも含まれます。
また、和食洋食中華と調理方法も限定されません。究極は、味噌
汁に入れたり、たまご掛ご飯もできます。
“ロコモ”対策だけでなく、動脈硬化に繋がる脂質や糖の代謝異常
の改善効果や、乳がんの予防、アレルギーの抑制、肝障害抑制、
発毛育毛効果等々の機能性のある卵（ヨード卵・光）も全国で売
られていますので、普段の食生活に取り入れてみてはいかがでしょ
うか。美味しく食べて元気に、目指せ“PPK”。

9.3 海藻を主原料とした養殖あわび用飼料と、
日本でのあわびの陸上養殖
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海の森づくりニュースレター 2013.009号を発行する運びとなり、当協会の運動・活動にご支援・ご協力をいただいている皆様方にこの場をお
借りして心から御礼を申し上げます。尚、読者の皆様方からのご寄稿をお待ちしております。海の森づくりに関わる情報、地域の活動の模様
などを下記編集部宛にお寄せいただければ幸いです。

編集部：横浜事務局内　〒241-0801 横浜市旭区若葉台2-25-801 藤野幹事長気付
Tel : 090-4914-2345  Fax : 045-922-3448 email : shujiro.fujino@mbe.nifty.com

編集部からのメッセージ10．

「海の森づくり推進協会」会員募集及び寄附募集のご案内11．

2013.11発行

私達は、秋田県認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。
当協会の詳細につきましてはホームページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会・寄附申込書
FAX　018-833-7734　海の森づくり推進協会　行き

会の趣旨に賛同していただける方は、以下をご参照の上是非ご入会下さい。

※  この情報は会員への通信以外には使用しません。上記住所宛に郵便振込用紙を送付させて頂きます。

私は、「海の森づくり推進協会」（□会員になりたい　□寄附をしたいので、ここに申し込みます。）（該当するところをチェックして下さい。）

　　年　　月　　日

海の森づくり推進協会　代表理事：松田　惠明
（Tel＆Fax: 018-833-7734　e-mail： matsuday2006@yahoo.co.jp）

あ な た も 私 達 と い っしょに 活 動 しま せ ん か
１．山・川・海の健康を取り戻そう！
２．海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！
３．“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

□ 入会申込書 □ 寄附申込書

望む会員の種類

現会員の種類（該当の所に
○をつけてください） 非会員、正会員、賛助個人会員、賛助団体会員、特別賛助会員、ネットワーク会員

寄附額 円
〒

住　　所

所属団体名（肩書き）

連絡先電話番号

E-mailアドレス

氏　　名

ふりが な

FAX番号：

※ 入会を希望される方は、下記申込書にご記入の上FAXにてご連絡ください。ただし、年会費から一口を除いた部分は寄付として扱わせていただきます。ネッ
トワーク会員以外の会員の変更に際しては入会金は免除され、2年以上会費が未納の場合は自動的に会員資格が失効します。

会員種別
正会員（個人）
賛助個人会員
賛助団体会員
特別賛助会員
ネットワーク会員

1口（3,000円）以上

1口（1,000円）以上

1口（10,000円）以上

1口（100,000円）以上
無料

総会に議決権を持って参加できます。

会の活動を賛助し、イベント案内や会の活動報告を受けます。

漁協・官公庁・大学・NPO法人等

1,000円

1,000円

1,000円
免除
免除

入会金 年会費 メモ

海の森づくり
運動の3つの
スローガン


